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構成

• 自己紹介

• 政治学（者）からみた経済学と心理学

• テーマ１：どこまでの普遍性を求めるのか

• テーマ２：規範分析と経験分析との関係をどう考
えるか

• テーマ３：社会科学における進化(論)的アプロー
チについて



自己紹介

• 85 上智大学 法学部 国際関係法学科卒

• 87 イェール大学 国際関係論 修士

• 93 スタンフォード大学 政治学 博士

〜〜〜〜

• 94-98ブリティッシュコロンビア大学 助教授

• 96-97フーバー研究所 ナショナルフェロー

• 98-03青山学院大学 国際政治経済学部 助教授

• 03- 現職



自己紹介（続き）

• もともとは、経験的主義的な立場から、選挙、世
論、政党、政策についての実証研究をしていた

• だんだんと、狭義の政治学を超えた学術的活動
が増えた

• 最近は、他流試合が多い

１） 経済学批判

２） 政治理論批判

３） 心理学批判？



政治学をめぐる勢力図
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政治学(者)から見た経済学と心理学

共通点として

• ディシプリンとして、強固に確立している

（研究者数、ジャーナル評価、世界共通・・・）

• 方法論的標準化が進んでいる

（モデル化、数量化、統計的分析、実験・・・）

• 普遍的な理論志向が強い

• 進化(論)的アプローチの導入



政治学(者)から見た経済学と心理学

相違点？（あくまで、政治学からみて）

• 経済学は政治学ともともとは同根（19世紀まで
political economy）；他方、心理学は（おそらく）政
治学とは出自が異なる

• 普遍志向は強いが、心理学は細分化している印
象をうける；他方、経済学はもはやイデオロギー化
している

• 「○○心理学」「xx心理学」・・・の並存は、政治学
に似て、隣接領域との接点を意識していることを
示唆する；他方、経済学はおよそ唯我独尊の世界
に入っている



テーマ１

どこまでの普遍性を求めるのか



政治(学)における普遍性の限界

• 政治概念は、特定の文脈に埋め込められて
いる

• なかでも、「国家」、「民主主義」、「人権（平
等）」など、今日の政治を分析する上で中核
的概念の多くは、近代以降に産み落とされた
もの

• 政治学における真理の探求は，こうした文脈
的制約を自覚した上でなされなければならな
い

We hold these truths to be self-evident, 
that all men are created equal … 

(Thomas Jefferson 『アメリカ独立宣言』
1776)

ウェストファリア条
約 ＝1648年

名誉革命＝
1688年

← 黒人、

女性は含
まれてい
ない



政治学と経済学・心理学とは、どうす
れ違うか：実験研究を例に

• 経済学や心理学では、「公共財供給」や「協
力によるジレンマ克服」は古今東西の人間社
会が抱える普遍的な問題として認識され、
個々の文脈を超えて抽象化しうる同一の構
造があると想定される。

• しかし、政治現象としての公共財・協力問題
は、納税、選挙での投票、（デモや署名活動
など）集団行為への参加など、個別具体的に
表出する。



政治学と経済学・心理学とは、どうす
れ違うか：実験研究を例に

• これらの行動／現象が埋め込まれている文脈は、
同一ではない。

• たとえば、人々が選挙で投票するという行動は、
民主主義的な政治体制を前提にする。

• 他方、集団的行動への政治参加は、民主主義
体制が成立してなくても想定しうるし、民主化自
体を引き起こす現象として位置づけることさえで
きる。



政治学と経済学・心理学とは、どうす
れ違うか：実験研究を例に

• 政治学における実験デザインは、単に抽象的
に公共財・協力問題を表現するだけでは十分
でなく、状況設定を具体的に想起させる情報
をも含まなければ意味がない。

• 実験室の被験者は、たとえ架空であっても、
そのゲームが民主主義のもとでの選挙につ
いてであるのか、あるいは民主化を促すため
の政治参加についてであるのかがわかる設
計になっていなければならない。



政治学と経済学・心理学とは、どうす
れ違うか：実験研究を例に

• 文脈設定は、個々の被験者の属性と相互作
用を持つ可能性がある

• それゆえ、政治学者は一般に外的妥当性へ
の配慮を重んじ、実験室で検証された実験結
果に懐疑的であることが多い。

←学生だけの、すなわち実際に選挙で投票した

ことの（ほとんど）ない被験者だけのサンプルを
用いて、「投票」についての実験をすることに意
味があるのか？



テーマ２

規範分析と経験分析との関係を

どう考えるか



規範分析とは何か

• 「当事者ー観察者」問題

ex：「男女の闘争ゲーム」

→ 観察者にとっては調整問題

→ しかし、研究者も、男女どちらかである限りは、
当事者であることを免れない

• 規範分析とは、自分が信じている理念とか行動
指針を、なぜそれが受け入れられるべきかを他
者に説得する知的営為である。

• 観察者だけの立場にとどまる（政策）提言は、自
己満足のための知的エンターテイメントであって
も、規範分析ではない。

当事者として



「当事者ー観察者」問題の克服？

• ロールズの「無知のヴェール」思考実験につ
いて

（河野勝「政治理論と政治学：規範分析の方法論のために」参
照）

• 東日本大震災後における経済学者たちの行
動、あるいは「優勝できなかったことに不満を
ぶちまけるバッティングコーチ」について

（河野勝「政策提言の方法論」参照）

• 心理学の規範分析？この問題をどのように
克服するのか？



テーマ３

社会科学における

進化(論)的アプローチについて

人間と動物はどう
異なるのか

時間なるものをどう
考えるか

人間の思考の自己言及性

普遍性の探求の行き
着くところ？



朝日新聞2016/9/1の記事
原子力規制委員会は３１日、原発の廃炉で出る
放射性廃棄物のうち、原子炉の制御棒など放
射能レベルが比較的高い廃棄物（Ｌ１）の処分
の基本方針を決定した。地震や火山の影響を
受けにくい場所で７０メートルより深い地中に埋
め、電力会社に３００～４００年間管理させる。
その後は国が引きつぎ、１０万年間、掘削を制
限する。これで、放射能レベルの高いものから
低いものまで放射性廃棄物の処分方針が出そ
ろった。





もうひとつ・・・

Dinosaurs were wildly 
successful land reptiles 

that dominated the earth 
for nearly 180 million 

years… 



人間の叡智の自己言及性という限界

• 科学的な探求は、素晴らしい

• しかし、科学という営みに、どこかで懐疑的で
ありたい、とも思う

人間が恐竜を語ることができるのか？

人間が地球を語ることができるのか？

• 「人間」とか「恐竜」とか、「時間」とか「進化」と
かいった概念は、人間が作った概念ではない
のか？



進化(論)的考察に対する疑問

• 「原因」(cause) と「理由」(reason) を取り違えてい
ないか？

ex1: 火山が爆発することに「理由」はない

ex2: タクシーを止めるために手を挙げるのは「理
由」ではあるが、「原因」ではない

→fMRIが何を見つけようと、それは「原因」でしか

なく、人々が行動する「理由」を解明したことにはな
らない



進化(論)的考察に対する疑問

• 決定論的な枠組みに陥り、政治制度の構築にお
けるingenuityを軽んじていないか？（生物=ブツ

としての進化をみようとするがゆえにヒトとしての
進化を見失うという皮肉に陥っていないか？）

ニューヨーク州の皆様へ

諸君は、現存する連合政府がいかに役に立たないものである
かを痛いほど経験してきたが、今ここに、アメリカ合衆国の新
憲法草案について審議するよう求められている。この問題は
いうまでもなく実に重要であり、その結果には、ほかならぬわ
が連邦（ユニオン）の存立そのもの、これを構成している諸部
分の安全と福祉、多くの点で世界の関心を引いているこのアメ
リカの命運がかかっている。はたして人間の社会は、熟慮と選
択とを通じて良き政府を確立することができるのかどうか、あ
るいは人間の社会はその政治構造の決定を偶然と暴力とに
永久に委ねざるを得ないものなのか、という重大問題の決定
が、このアメリカの人々の行動と実例とにかかっている・・・

（アレキサンダー・ハミルトン Federalist Papers no.1 )



ご静聴ありがとうございました
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